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政府サービスとしての牛活保護
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第32次生活保護

基準の改定

景だたらて減わ　見上般一るの傾般す　た支の物対　異
気脱と判お少が物込昇　五力1消向の政経と給弦価処こ常
対しは断咳等国価と率さ％　費を措府済こな填Lすう事
策切いし　に経動な一昏以五者示置の情ろζ　昇るし態
のれ柔景今よ済喫つケ榎内O物すに総勢で　都にたたで
効な　難芒唄磁てタ　と年価よよ謝樋臨合イIE咳社あ
果いそのに殴　鎮いと五い三上うり要　菟機三フ　会つ

糞蒐刻のて刻のし
　　な兆輸な不た
五し不し出不振反
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成年が比お近鎮と定
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れ月成昇で年化る巨1
る比さ率あ度の各指

年度中上昇率 年度平均上昇昂
年度 対前年同月比 対前年同期比

（3月） （4月～3／1）

％ ％
45

5．1 7．3
46

5．0 5．7
47

8．5 5．2
48

24．0 16．1
49 （15．0）14．2 （22．0）2】．8

50 （9．9）9．8 （1G．5）10．9

表1　消費者物価上昇率の推移

　　　　　　　　　　被ど　　　　　　　（全国）保の経一
　　　　　　　　　　 漢よ済
　　　　　　　　　　幕講現
　　　　　　　　　　の影の在
　　　　　　　　　　生響変の
　　　　　　　　　　活す化生
　　　　　　　　　　をるが活
　　　　　　　　　　保の被保
　　　　　　　　　　障か保護
　　　　　　　　　　す辱護基
　　　　　　　　　　星韓準
（注）5徽齢国物価が繊で灘璽衆
　あるので・既に公爽されている護方活準
　東京都物価の速報値を働1し島基・に
　（　）は、革墨済見通しの数f直で詑）る。
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表2　一般勤労世帯と被保護鋤労燈帯の消費支出の比較

（注）消費支出額のヒ段の（）ほ、対11晒度伸ぴ率である．
（資料）家訓調査（総理F紛、被保髄者生鵜実態調査（厚1生省）

衷3　一般勤労第1・10分位世帯と被保護勤労世帯
　　の5大費目別の格差　　（一般ll上帯＝100％）

　　　　　　　　　　　（全国1人当り）

（1入当り

年
　
度

消　費　支　出　額 格　　　　騰

全国一般勤労IE蝋＝ 全11i肢

保護勤労
世帯　D

対総世
帯
D
／
A

対第1
5分位
D／B

劃第互

10分位

D／C
総世帯A 第1・5分位B 第獅分位C

6
　
　
　
7
　
　
　
8
　
　
　
9

4
　
　
　
4
　
　
　
4
　
　
　
4

　　円
23，996

（111．2）

26，688

〔118．2）

31，537

（123．8）

39，031

　　円
16，890

（1H、工）

18，772

（1167〉

21，915

（122．8）

26，911

　　円
15，756

1114．6）
18，063

（117．】）

2】，150

1120．8）
25542

　　円
13，377

！1111）

14，861

（コ22，5）

18，198

〔↓22，G）

22，317

　％
55．8

55．7

57．7

57．2

　％
79．2

79．2

83．0

82．9

　　％

　s49

　82．3

　86．0

．劃
）消費

年度 識支出 食料費 剣．宅一‘1～ 光熱費 被服費 雑　費

％ ％ ％ ％ ％ ％

45
83．2 96．5 87．3 81．3 115．0 59．6

46
84．9 976 85．］ 793 118．2 61．5

47
82．3 96．1 82．6 81．8 112．3 594

48
86．0 99．6 87．1 87．2

1218
62．2

49
87．4 98．3 95．0 8D．7 118．9 65．2

（資料）家計調査（総理府）

　　被保護者ノ1・活実態調査σ聖メ生省／
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表4昭和51年度生活保護基準の改定概要
（1級地〉

絡e年4月1ヒの
　木掴［EF l，［1一

ご50年9月1H） （51年4月1日） 摘　　　　　　　　婆

円 円 円
1．生濡扶助恭準
（基準生活費〕 （標準4人世帯基準額）
11）居　毛　（1類＋2類） 74，952 76，042 84β21 1級地　84，321円

標準　4　人世帯 2　　　　76，740円

〔2）期末一時扶助費 3　　　　69，140F「1

居　　　　　　　　宅 5，780 5，780 （5，780）
4　　　　61，559円

収　　　　　　　　容 2，070 2，070 （2，070）

〔収容保繊基準〕

Lll敗　　硬　　施　　献 24，160 24，430 27，180

く21史　　生　　施　　櫃 25，590 25，880 28，790
「加耳　獅　　等〕

一1）妊　産　婦　加　算

妊娠6ケ月未満 3，880 3，930 4，370

灯娠6ヶ月以ヒ 5，840 5，930 6，570
産　　　　　　　　婦 3，610 3，660 47060

【2）老　　齢　　加　　算
70　　歳　　以　　L 7，500 7，500 8，SGO

68歳以L70歳禾満の屑弱者 5，500 5，500 6p500

〔3）母　　壬　　加　　算 9，8DO 9，800 11，000

（4）障　＝辞　滑　加　算
障害等級表　　1級

　　　　　2級
11，3DD 11，300 13，000

障害等級義　　3級 7，500 7，500 8謁00
颪度障告者豪族介磁料 6，340 6，340 6，340
（新設）　介護加算 一 4，000 ◎新、世（隔室II予1’㌔に対L“ る

介　　　　、漫　　　　料 23、000円以内 23、000円以！人」 26，0DOIlj以内 もの〉

「51イ 　宅　患　者　力口　算 5，630 5，63D 6β30
6）放射線障露者加算

致傷又は病疾の状
態にある者 7，500 7．5eo 7，500

負傷）くは快病の状態
に譲当しなくなった者 3，750 3，750 3，750

17）多　子　養　育　加　輿 4，000 4，000 5，000
18）へ　　』二　栄　　養　費 5，QsD 5，050 5，68Q ◎人工栄養依存率20％1り．1乙に
19）へ院患者H用品費 9，780円以内 9，780円以内 11，000FIJ以内 週用
・iO｝　　時　　扶　助　費

布　川　類　新　規 13，DσOlり以内 13、0001り以陶 13，000円以内
円　　生 8，000円以内 8，00011ヨ以1勺 8，000rl］以内

蚊　　　　　　　　 眠 4，DOO円以内 4，0001［］以内 4，000円以1勺
家　　　　　イi 　捲 9，DOO円以内 9，000111以内 9，000円以内
新生　児等被 恨 5，500阿以内 5，500円以内 5，500ド」以内
お　　　　む　　　　つ B，DOO円以内 8，00DIEl以内 10，DDOI j以内

1恥入　　1了；　準　　備　　金

小　　　　　　　　校 20，000円以内 20，000i1］以1人1 22，000円以内
中　　　学　　　校 24，000円以内 24，000円以r人1 26，DOO円以内

2．教育扶助基準 ◎学∫1・別の』F蔓準を脆li↓－小
！】・「∫：生（平均） 1，015 1，D15 1，110 中学校別の2区分に改めた

　　　中’∫ 生（平均）
3．fl尼”、助基準
（1｝家　賃　　　問　代　等

　2，049

5，500円以内

　2，049

5，5σD円以内

　2，240

5，500円以内

このほか、学校給食費、通
学のための交通費、クラプ
活動に要する肘具類等に
いては実費支給9

〔2）住　1も　紺　持　費
股　　ヲ、処　　準

別　　暴　　準
55，000円以内
90，000円以内

55，0QDF’∫以 人1

9D，00D円以内
55，000Fl∫以内

90，000円以内

◎これが　般ノ1騨のほか各郁
　道府県別に牡別ソ網「を』』4足

4　隔療ヨノ、助ナ蜂準
◎11・1民健康傑険のll参療ノノ多

．

診療報酬の例による。
5．出産扶助基準 ◎このほか施殻分娩の場合

一　　般　　基　　準 25，DOD円以内 25，GOOl’」以内 43，0DOBl以内 八院（8目以内の奥入院口
特　　別　　】1髪　準 35，00GI⊥」以内 35，000円以内 55，000円以内 数）に要する経黄を支給

6．生業扶助基準
（1〉生　　　　漿　　　　費 3Q，QOO円以内 30，000円以内 30，000円以内
（2〉技　能　修　得　費 15，000円以内 15，000円以内 15，0001i］以内

13〉就　職　文　度　費 15，000円以内 15，00Q円以内 20，000円以内 ◎居宅就職と1、i1毛外就職との
区分を廃止し、　・本化した

7．葬祭扶助基準 ◎監枢自動卓料金限1矯貞
大　　　　　　　　人 33，000円以内 33，000Fil以内 44，0QO円以内 6，0DO円以内
／∫・　　　　　　　　人 26，400円以内 26，400F∫以内 35，200円以内

8．勤労控除等
（1）業種別碁礎控除

〔1）の職種（内職）

〔2）の職種（日雇）
9，020
12rO20

9，07D

12，140

10p150

13，52D
◎稼働日数が21H以ヒで・足
　額以上の収入を得ている場

　　131の職種（止工）
（2）特　　別　　控　　　除

　15，120
61，500円以内

　15β10
61，500円以内

　17，D10
69，200Fq以内

合は、収入に応じて控除額
を増額。

〔3）新　規　就　労　控　除 4，000 4，000 4，DQO
㈲未　成　年　者　控　除 4，000 4，000 6，000

⑥不安定就労控除
〔6）実　　費　　控　　除

4，000
実　　費

4，000
実　　費

4，000

実　　費
◎辛1．会保険料、糸11合凱、通勤
　費讐

行てきをつ済
わ　た期て成
れ政こ待　長
菟府とす従か
　のにる来ら
そ施伴この安
の策いとよ定
議全’がう成
論般予でに長
のに算き多路
主わ編な額線
なた成いなへ
もつの状税転
のて過況の換
夜見握に自す
　直にな然る
次しおつ増に
にがいて収当

き食力1の　紹
で　　消そ介
あ到今費のす
る達後水一る
かすと準犠と
一べもの
のさ格格r
聞目盛藻一
題標縮が般
でを小著阯
あどをし帯
りの進くと
’辺め縮被
　りる小保
　にとし護
　置して世
　くたき帯
　ぺ場たと

文オ己攻しf固ヨ夫

し訂の人助そ
三に一消碁の
　よ七費準二
二り’支盤犠
％一〇出定
（三％ののr
五・か伸基五
〇八らび礎○
年形五率数年
一と○カ1字度
二な年　とに
月り一当なお
の’○初るい
実改月経一て
績定の済人
見前そ見当生
込にの通り活

で対るととみ
あ比（及o）で
つし個び対は
たて人一比さ
の　消般でら
で五費世はに
は○支帯三一
な年出の。三
い度の消三。
カ1の落費％七
　基込が）％
も準み極低と
し改）めく低
過定こて示下
大率と低さ』
てはな調れ
凌）過どて1たそ
つ大とあこれ
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めろ善き　さ地が五域設しけ　　め題一
方でを続五れと三〇格けてる生級てに年格q
にあ行さ一たな級年差ら一一活地いつを差
つるう’年とつ地度のれ級般保格くい経縮
い。よ級度こてにに縮て地世護差こて過小
てなう地予ろい’お小いか帯基のとはし方
磯凝措の算でたまい等るらの警是が’た式
　　置指にあ市たてのが四消に正必今のも
今是が定おるが県は動
後正講替い
検措じにて
討置らつも
さのれい五
れ具てて○
る体い大年
こ的る幅度
となとなに
に進こ改引

　　　　　’級費お
0全庁’向最地水い
て所四に近ま準て
二在級即のでのは
級地地応生の動’
地の町す活地向各
に市村る水域等地
指でのた準区を域
定三四めの分勘に
替級割’地が案お

要後で’
で引あ四
あきるO
ろ統が年
うい’以
。てこ来
　検れ’
馨雛

　進問一

いかりれに　　　　　い質護行　か当た
に方たおこか的世のそ己つと

もあ基とま　が’いを
のつ準し経　必社ても

で蝶暮黙檎はにの起況　は勢被’
なわあさ下　なの保現

必の
要基
で準
は設
な定
いに

負ら場価がのプミ他　れ人れ内者　の祉　級〇五以葉額れと保来つ　な
　二食格入ほ　人ま発工たか日生そ介手まの00降力賎尾』護のい老老つ
二二　の学か○介た　栄ほら用活の護当た場円Qの図　　　独取て齢齢て
四’昭上時’O護’’○和昇に一〇料障
OO五に必時円が害
○OO対要扶以二者
○円年応と助内三加
円に度しさ関に’算
か　のてれ係引○の
ら中二二、るできOう
二学○小通は上Oち
六校’学学’げ円の
’入○校服入ら以重
○学○入等学れ内度
O時○学の準たか障
○の円時実備oら害
円場かの態金こ二者

養交一吊扶他加に’合’円額ら生こ生自扱倭加加い
費　一費助の算対本）障　はれ活れ活のい　算算る
等妊’が基生が応年＝害母’る扶に扶立を福’等ひ
に産〇五準活新す一モ者子老こ助伴助場改祉母の

衷5昭和51年度の経済見通しの概要

個人消費支出の伸び率

　　　　　　　13．7％
人口の伸び率

　　　　　　　1．3％
1人当り個人消費支出の伸び率

　　　　　　　12．2％
消費者物価上昇率（年度中）

　　　　　　　8，0％
消費者物価上昇率（年度平均）

　　　　　　　8．8％

費貫り校　る巾奨務れをま円一基生品　　　上もに
及　込教なも学励合た改農か’準徒費教〔2戸ざ最引
びクむ育蔓の生法理力1峻　ら一璽の等育　　力近き
影篇教矧劉冥小茎誌響綴教舅雛
蓋鑑額脹蔓霧鞭茜理錺耀嚢楚鋤え
費費れ一助
な等て般基
どのい的準
の教るなは
よ材が費’
う代’用原
に’副は則
学学読すと
校校本ぺし
ご給的てて
と食図盛学

分給る由校か○’生支りの助
とすこは別ら円中平出及改基
さるζ’の従に学均状び簿準
れ学　①二来引生一況一に
た用②実区のき平’な般当
こ品文施分学上均○ど世つ
と費部機の年げ二一を帯て
　の省関基別ら’五考のは
等額の等準のれ○円慮児’
にが就のと基た四かし童学
よ小学事さ準。九らて’用

。向た
等ほ
をか
勘、
案お
しむ
てつ
所に
要つ
のい
引て

い場ら上Qも品就　　　準額緊の　別る○　であに○峻
と合通げ円の購職生（の　と（　 実改に必Oなきる引円　出　⑥

この勤ら以て入の業　　な五健費定行要Oおる場き以分産

講雛鰭難誘生海鷲㍊鰐裁鮭磐量出ら区合とらがどし基業　。度険合たる限施準とはらら助す産
廃別とと二・にた準扶　　か法算五こ度設額さ・れ四料る扶
止は居も○こ充者の助　らにす一と額分のれ五た三等費助
さ需宅に’のてがう
れ要外’○基る就ち
たのに従○準た職の
。差寄来○額めの就
　が宿あ円がにた職
　認しつ以一支め支
　めてた内五給要度
　ら通居に’さす費
　れ勤宅引○れるは
　なのかきOる物’

基
準

トよる年にに娩ほた五
万ると度なつのか
円分一のつい場衛
の娩○基てて合生
予費万準いのの材
定の円額る実入料
）最程と　。費院費
と低度入　支に一
同保と院　給要’
水障な料　がす二

　　　の用基
　ま○基の準
○た○準実
○’○額態
○特円がに
円別以二対
まの内五応
で事と’す
支情大○る
給が幅oた

てもとに
いのな差
るはるが
　別金あ
　に額り
　実に、
　費選ま
　が択た
　支の該
　給余当
　さ地す
　れのる
　るほ場
　こと合
　とんに
　にどは
　なな必
　つい要
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れ務
ての
い労
る作
業に
種応
別じ
基て
礎一

定　のが別形の勤こつ場と　　　み埋る村　か書費　円にたか年る
の基引あ控態で労のい宣し生⑥の葬ζ条こら料用なか要ほら度費葬〔5｝
控礎上る除筈あ意よてにて活　　水料　倒のモの（凝らす交四の用祭

難響縦識総警韓雛隷8遜穂編難難
定うわら就て労長聖需物れ準控っ保度る改○か成診○の車○○に準扶
めちれの労実控を嵜要禦て越除て障か額善田んの断○支の○○対に助
ら業鷹各控費除図要が　い　　　い額ら）のにが手又円給料円○応つ　基

種除控にるを生被る非
控及脚奥た満じ服力1稼
除び　　めたる費　働
に米基需設す。’稼の
つ成礎要けと勤交働状
い年控のらと労通し態
離険凝良麗橘
要除特　も　はにる提

袴盤鯉瀦騒舞離寝準
　万康加と上’を体定額のに内’は
　円保算火げ一含検さが他引〔⊃基’

犠難福難響欝蒲蒙
蕨舞甥響Q8劉雛量

　並るせ町　円文る　O搬れ）○す

吃被除交費別こ準　一れ人万　をい世活　　　 げ門未難未に鶴　五種らつ二樽控
に保等　　基の及こ円ぞ二酉標示く帯保被17）　ら　成適成つ盆ま二に一い級に除
高護を社収準ほびのとれ人　準すつ構障保　　れ○年用年い定盗QつΩて地一に

な障と　基食要つ保
るさと労礎費にて障
σれな働控’応計水
　るつ組除通じ上準
　生て合’学てしは
　活お費特の住た、
　水緊等別た宅も一
　準　の控め扶の般
　撲実実除の助で的
　　際費の交のあな
　さに控ほ通特り基

二老とのとを在被実活
三人な場お想地保際保
八一り合り定等護に障
円人’犠としに者保
　世ま　なてよの障
四帯た一るそつ年さ
万の非級0のて齢れ
五場稼地　保異’る
’合働で　障る性最
五はの一　水が別低
一そ老○　準”生

水
準

でら処成しのい除ぞ二円○票の生
あ突遇年て改る及れ’1モ年務引活
菟　充者収善収び引O　度腿上ヨ夫
　○実控入が入収き二日の　げ助
　○の除を行金入上○雇九内が基
　○一に得わ額にげ円”職行準
　円環つてれ別応らか農Q等わの

影饗廉駿鱗礁喋　きし支場交控控。喜の円種一と
　上て合除除　職かに’同

表6　最低生活保障水準の異体的事例

標　準　　4　人　世　帯 母　　∫㌧　3　人　　世　帯

35 勘！〆田』袴・3簾’・覧1 織　　9歳り土』小3）・4歳女 30歳女（無職）・9歳男（小3〕・4歳女

昭看1【50∫t 吏〔当初〉 II召和51ε1・度 昭和50・F度（当初） 昭雫II51fl度
1　緻　地 4　級　地 1　級士也 4　級地 1　級地 4　繊　地 1　級　地 4　級　地

生　　活　　扶　　助

　　（　　　第　1　類
　　　第　2　頚

ノJ［1　妹　〔別　掲〕

7先952円
58，購0

16，512

54，715円
塁2，650

12，065

　　皿

84．321円

65，74u

lB，581

61，559円
釘，99G

13，569

隼　　濡　　扶　　助

　　（　　　第　1　類
　　　第　2　類

加1　算　〔別　掲）

55．630円
40，79G

14，840

10，600

40，598円
29，770

10，828

10，60D

62．57511」

45，B3G

16，695

11，880

45．681111

33，49G

12，工91

11，880

小　　世帯当たり 74　952 54715 84　321 61　559 ・」・　　世帯当たり 65，230 5上，198 74，455 57　56工

汁　　　1人出たり 18　738 13　679 21080 15390 廷　　　1人当たり 22　077 17　066 24，818 王9　187

教　　育　　快　　助 1，040 1040 1　110 1，110 教　　育　　扶　　助 1，040 工，040 1，110 1．UO
住　　宅　　扶　　助 5　500 2　300 5　500 2300 fl．　毛　　扶　　助 5　500 2　30σ 5　500 2　300

基　　融　　控　　除 12　020 10　810 135澗王60 基　　礎　　控　　1笏、

合　　　世｛監卜』当た弓 93　512 68　3G5 1D4，451 77　ニユ9 舎　　　世帯当たり 7窪7アO 54　538 81，Q65 6G971

、II　　Iへ当た 23，378 17，216 26，113 19，282 トrl　　1人⊇Lなたり 24，257 18，179 27，022 2D，324

老　　人　　2 へ　　世 老　人　躰　身　世　糀

72歳男く無職） 67歳女（無職） 7D　歳　男　（無1殿）

1「召手050fl 瓢当初1 1躍和51』1座 昭季il50∫i 虹当初〉 昭　番II5【‘1・度

1　版　地 4　級　地 1　級　地　　4　級地 1　級地 4　級　地 1　級　∫也 4　織　地

生　　橘　　」｝、　助

　　〔　　　第　L　蝋
　　　第　2　類

ノ月r　勢　（別　掲〕

43．766rlJ

3G，6GG

l3，166

7，50Q

31．943円
22，3嶋

9，603

7，500

49，238円　35，944円

34，嬉3息　　25，13G

14，808　　10、814

8，5DO　　8，500

生　　活　　扶　　助

　　（　　第　1　製“

　　第　2　欺
加正　算　〔別　掲〕

2箪，012円

16，52G

11，492

7，50D

20，438円
工2，060

8，378

7．5eD

31，511円
工s，59G

12，921

8，50D

23，006円
玉3，57G

9，43δ

8，5DO

ノ』・　　恥イ’一⊇、たり 51266 39　443 57　738　　　44　444 小　　　　　　　　　り 35，512 27　938 40，011 31　506

計　　　1人当たり
25633 ヱ9，722 28869　　22．222

，1ド畿窪，
35　512 27　938 4D，Ql1 31，506

教　　育　　扶　　助 教　　育　　扶　　助

住　　宅　　才ノ　　助 5　500 230Q 5　500　　　2　300 fl　　一亡　　拶　　助 5，50D 2　3Qじ 5　500 2，300

摺　　礎　　控　　 換 居　　｛・一～　控　　除

舎　　　L琶』慌当たト1 56766 41743
63238　　妬，744 令　　　『世rl㌔lr当たり “，帆2 ao　2鵠 45，511 3呂．巳06

”1『　　1人’［＿り 23　283 20　872 31，619　　23．372 汁　　　1へ当たり 41，012 3D，238 45，5H 33，806

　の基準額のはか、学檀給食費。旭学のための芝通費
2寒賃、地代『む・カて止記σ）〔！Σ毛f夫助’ ㌧ri『［を1㌃［一5】る場含には、

等の実費が支給され．智会保険料、労働組会費、旭勤錠禅の混費が聖空除される
特オ P、旺準力『F批定善記Lむ。
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偶　　 イる一るの11｝
者寝（）こ般者要　 世
等た解　 と生が保寝帯
釜鐸罐露奮分
活老
保人
持等
義に
務加
関え
係’
者さ
）ら
がに
いそ
るの
場配

た以場にり離
こ下負対老要
蒐で　しム件
　あそ生
（れの活重
局ば者保度
第世の持の
1帯収義心
の分入務身
2離が関障
のが自係害
ωで己に者
のきのあ等

しに　　一保
奄説な改日護第
　明お正かの三
　を　のら実二
　要字概適施次
　し句要用要生
　なのはさ領活
　い整次れの保
　と理のる一護
　、思にとこ部基
　わとおと改準
　れどりと正の
　るまでなが取
　もるあつ行足
　のも免菟わと
　はの　　 れと
　省等　　四も
　略特　　月に

実施要領の改正

修観修で
学的学の

醗諜
つの者に
いほの準
て衆意ず
の　欲る

修能も　蒐事ず高いがす日吻　　然扶にし己たるいのといれ帯入れ場つ合
学凌の実　のる等てでもか　承各含助加たの取かう2い場ら分がる合てに

専主校）なる門行た修ち修修度こので度の衡し義のが費来いのあ
い場学つの学法学
こ食校たで校定校
と　で）実との（
と都ので施称基本
し騨簾藷茜
た県に学にこ満月
こ矢日準をおとた一

学
に

つ

い
て

の

のと結あそので上な務生’以そ場みる
徽惣磐警醤お囎義孫㌶鶉
かる基よのにたで嘆にすは場偶多冷世
ら費準い収よわは　あり本合者い兀帯
み　生こ入りけな局る賄爽に等とて員
て一活とが即でい第かえ　はの思いに
当時費と自しあと1らなそ世収わると

蓮蕪道にごをぽい高の素は限準主県施の運し容け設る校認　　るOをで客
応学独念と実一て校で化なり拠槻知機意用て等る以場等め従（こ時含あ観

舞翼　麟舞墾鰐鐸繋萱§騰魏番舞監響
めの」　がにい都修こ意えにるに認も々いそてを年ら学の帯　たで　　と
o）修とそ異委る道学の味ら委こつすよ　る韻夷みをれ斜超
一美とのなねわ府によでれねといるく健こに　て経て準　に
般詮し具ゑ至け県準う今たて等て際知康ζよお竜過いず都お

讐矯篇黎藷厩綱黙耀まぞ嚢譜鑓叡
と生そ判とたるおも緯改ろ在み施　て等藁各ね種各　の県各
し活の断なりカミけのか正かでて機そおに　県県学都こと知種
てに内茎ら各　るのらを灸は　関れ久つ隻内本校道のし嬰学
のよ容準な実そ認内い行　特実のら　い字統庁の府制てが校
瑠糠蟻雛脊解搬繍交瓢墓読継鷺鯉
をく各長う関断ほつ　も簡障関にの府実者に握内お創す学が

こあ③②し
菟る修教て
　こ業科①
塞あ搬髪
13がに年
のつお剖繋
7がお通力
）必む教3
　要ね育年
　で八科以
　あO目上

間頂入とは従　　のに失三当宅ゆ　　し1美く学めて県　めて給の文け当有
幅院し入琴居一1よな力該奨　居つ　こ校るい本または　取化る怨す

㌍畿母殿　髪融難馨蕊。？慕単擬離窪響講籍
f主単よな内1こ院
宅身りつ1こ居患、
費入定た入住者
を院め場院地の
支患る合をを実
出者こで直失施
しがとあ接な責
な入とれの資任
け院さ嘆契　犠
れ期れ　機又

とれをさい入入
し1美原れた院院
た　因なも患患
こ入とくの者者
蒐堕しなのでの
　目rjてっ実入
（の居た施院実
局居住日費後施
舞導イ主ま也以任も 責

2地を後は住任

うる予あ的の県
なとめる条教の
方判一と件科事
法断抵考に内情
をさしえ関容に
採れてらす等よ
つる示れるをつ
て場しる限把て
も合て各り握は
差にお種認し’

置ちるりものし
基③趣’ふ脅た
準の旨そま　本
を修ののえ各制
参業も意た都度
考時の味う道の
礎で懇贈
てっは従　にか
定いな来明おら
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ででれれめでが傷　上あに久をは琶をめ住　と任在緊外たの三のしる院ば
　表をてら実認　な明つつ　事好にとに地しなを地　と者変力4つ場後な
r現も入れ施定一瞳確てい後実ま病う結のかつ負をそなに更月①を倉六ら
原すし院る責さつ　に　て述上し院凡果認してう所のりつにを（11えにカな
因るrかの任れ楼こす今特の否く所て的定’いも管現’いよ経のな限月い
とこ直ら隣がた　れる圓例と定な在　にとこ㌃のす在局てり過ウい久以生
しと接一　入後上にここをおすい地保居はの　とる地第は住しのこ　肉活
てにの年住院に述伴との認りるとた護住直こ
Lは契後宅前居のいと閥め単結判るの地接と
とや機と費の住改若し題る身果断現爽を関は
いやといが居地正干たにこ入とし在施失係r
う無しう最住をにのもつと院なた地責なの入
語理てこ大地失よ修のいと、患る本で任っな院
をがし一屯限にな緊正でてし者わ項定をない一
摂あ繊羅髭住姥畿程け忽駈憂点
るるうり定て場宅行D要と宅でらこどののう
この語そさ定合費つ　領も費あいとおみた居

解実で2必宅たのと当に実
さ施あ1然費日）と該退態
ざ機る／的が以とさ住院に
る関当のに認後これ宅であ
をが該柱こ定’ろて費きる
得保医書のさ入かいをる場
な言蔓療0）規れ院らる認児合
いの機原定な見、（定込に
書実関則のく込入局しみは
き施のに適な期院第ての、
方責所よ用つ間後6差あ入

　（る師つ夜通特身ω　　たる都め病従間な住にて聖かのれい　はじ住と
（局書のい　知別体　 障　者者合ら院来がる地越婁講灸期てて二何た地と

黙鰭騨灘購窺諮鵯寄鰹篠周灘例獣舗襲殿
）鯵章保弛響窪度鷺麓続蕎麟齢羅響甥鱗琶
　のきの護書て手帳度のる時いとた書宅る関の宅そ’上にで院なす入で
　（2）行他の類行当又の判　こによなるの費がが1費れ入述はあ後いる院あ

のう障実をう証は判定
工こ害施所こ書国定方
のとの機持と又民嬬法
及と程関しとは年
びし度のてし福金原

墜縫震撃碧
　〕認すいと当のし
　とでる者。認ほて
　　き医にま定か

とおうる現まが’実のがま院の直る保もとをる
といかた在ま打こ施12）認で後特接力1護のい第ゆ
してつ酸地でちの責に定焦四例の　をでう一そ
た居こ　では切者任よさ宅力を契住申凌）当のの
。住書そ実原らがをりれを月設機宅請る初原意
　地のの施則れ入負入て維目けた費し口の因味
　が対よ責にた院う院い持にたるがた　考とで
　な象う任戻場見こ前たし保と三認者　えしは
　かとながつ合込との場て護こ力定に　方て、
　つな不定て’期に居合いをろ月さつ　に生居

本　　助㈲　　書保こ書認うのとる行実四てを該年ての誉舎にを手れ手
来学（を　 学　は護と等でと取と書う施号い認裁金いで及もよ所当て帳従
経童解行小童含のができい扱し類場機課る定定のなあαあつ持のい又聚
篤騨識服競勤善鍛罪騎騒徳与灘署璽擁騰搬障
最含
低め
生て
活一
費般
のの
範被
囲服
内の
に購
お入
いは
て、

と学の
と年一し進時
た級扶
こ時助
畷
雛

4
＿

の
50時
）扶

な機でて類のつそづほ指知和差事をにま手で障い者’年害
甥霧㌶惚義響誕彫鴛鉾藷鑛鵠蕪崖
　指も程とな実味定障る旨・か確ててこ定回度かい児にに
　定の度しい質です害医を五え認いはれ通特の’て童よつ
　のががて0的’るの師ふ・なのる、ら知別判又は扶るい
　な考加は障なここ程のま一いう者厚の書児定は’養こて
　いえ算’害変のと度診え四Lえに生書を童がここ手との

医ら対厚の更改がが断て社こ相つ年類追扶でれれ当が判
師れ象生程を正で確講’保と応い金を加養きらら及原定
のるて年度加はき認に保第とのて等所し手なののび則は
診があ金がえ従るでよ護二さ加r関持た当い証証縮と身
断’る証確よ来こさりの八れ算当連しも証場書書祉さ障

に銭らし　このるるのし四級のr　う第い活ら設長に　強童問低す合世計
沿給’易こと支と場アた学時進入規こ四よの被さをつこい服題生るか帯画
つ付局くのと給い合のの年を級学定と学う中保れ願いのものは活とらの的
てを第す措しをうにエで進意時準上と年そで護たいてよo）支別費い’曼に
学原6る置た受問はには級味一備はし進の肩世例新　うが給とにう学里賄
童則のたは0け題’よ’時すと金’
服と2め餐　てが璽るそにるし支他
のすの支計　いあ複被のあもた給制
購る㈲給運　るるし服直るのが対度
入がのす営　児こて費前児で’象と
に’アる上　童と支のに童あ小時の
あそにも学　はか給支局する学か関
てのかの童　対らす給第ぺ。校ら係
ら支かで服　象’るを6てた第三も

慧独嘱誇講鶴鐸影よ趣ずる入　な後にての象’年過て
う旨金かを　いこない伺と第進後’

た級処身帯がし被なあはし算事校のう
。時置ののあい保実つでて入例にrl！べ一
にの狭児り門護態たき　さもおにき
被充い童’出世を
服実、蟹、がこを帯ふ
費をい学れ祝のま
の図を校とう児え
一るすと同意童て
時たるい様味の入
扶めこうの合健学
助小と集観か全準
を学の団点らな備
行校な生か創成金

。な小れあいはも
い学てるて家の
も校いこ肩計で
の中ると身のあ
か途とか0）やる
と1二いら狭リカご
のおう’いく、
要け理本思り被
望る論来いの保
に学的最を都護
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の導し中望つ関コ
整者て毒さと1こ1
瞳の’者れしおル
　育衛問ててい中
民嘆偉題いそて毒
間　当嫉るの最者
団デ局　と対もの
体イに精こ策頭処
のケお神ろのを遇
育アい障で充痛に
成施て害あ実めつ

設研者曳にてい　　たるが㈹　　 改しつ越　　げ額17）引災⑥　　様の　指
祉修対　ついてい（こ場そ　参ア奪をた　被（たへ　上害　被でとこ導

ll難購肇藷灘撰難騒1諜欝麹饗
設指とル要一機ル　第費帰ル費ルもの価お時　　　　　　　　　　つ支要

6をの症
の移た又
2送めは
の費断そ
のの酒の
の支会既
ア給等応
の対をの
㈹象活あ
）と用る
　しす者

症のはのい扶
者でほ動て助
等あと向全の
の乾んか面支
断　どら鞄給
酒　なみに基
△　くてみ準
ロ　右も直に等　二・しつ
　　件手をい
　　の直行て

2　む2法服の○つのの等

麗猟麹
ア匹支アに給
のに給の準基
＠引基ωじ準
　上準）てを

い給す
て事る
は務。

入支
学給
準尺
備

金進
と級
［司時

性者　でうがる称酒相　い援再でな断で巾必を内
アーrあ点そ。でを談こる助発あく酒も毒要防のこ
ルをアるにのこ民継指の。
コ対ル
1象コ
ルと1中しル
毒た症
よが又
り’は
もこそ
若れの
干は概
範い応
囲わ
がゆの
広るあ
く慢る

o着者う間続導分
目のし団す’野
し社た体る主に
て会団のことお
今復体活としい
回帰の動をてて
のに活が中飲、
措効動各心物社
置果を地にの会
を的利で断誘復
講で用行酒惑帰
じあすわ会にの
たるるれ等壽耐た
もとこてのえめ
のいとい名断の

　をる本はあ者でぐみの
適防。人法るのあたで断
切止その的。処りめ完酒
なすの意にし遇’に了は
環る意、思強かをこもす’
境た思’制も困の継る入
づめを自す’難こ続も院
くによ覚ぺ当なとしの中
りはりをき然もがてであ
が’強基性ののま行はる
必周固本格ことたわない
要囲なとのとしアれくは
とのもすもなてルるそ通
さ協のるのがいコこの院
れ々ともで灸る1と再期
てしのは点ルが発間

蒐左艮に長る費断中力§等
源つをアの酒毒’の
たい図ル支会対保施
るてるコ給等策護策
酒のた1対をののが
を医めル象活一実進
断療に中と用助施め
つ面は毒しすと面ら
とで’者たるしにれ
いの飲のも場ておて
う措酒社の合’いい
こ置に会での社てる
とに起復あ交会もと
があ因爆魚通復アこ
必わす　　費帰ルろ
要せる自いをのロで
とそ疾立わ移た1あ
なの病助ゆ送めルる

とし　伴
が’家に
効家族つ
果庭がい
的に一て
でお緒は
あけに’
るる参単
こ協加な
と力しる
に体’送
着制そり

をの迎　と窒の体導地とになしわ脅議もの動こな活　こせ用いあ会断を習
確内え世な　入とと域さつもたれえ会の目一とも動次と主すてる復酒含慣
立容で帯ら大会ししにれいのもるな等で的とかのでにと治る疑者帰がめ性
すをは員な会費てておたてでのよ陰がはが規灸とあ断さ匿こ　をの定た飲
る理なのい等用の行い、1峡あでう　実な断定　し緊酒れ　と社含た着の酒
こ解文同。へや断わて　　れあ団要施く酒しrて　会た嘱が会めめせは等

の団酒れ社こ地ば俄体建す’活菟断確そに鬼託必復る断ず・を
出体会る会の域良　と　る例動　酒立のつ　医要帰趣酒再現含
席自等断復措のいかしこもえでこをさ名い　のかの旨会発にむ
費体の酒帰置保わつてののばあの目れ称て　意ったで等のそ概
用の構会のの健け活の活で市るこ的歪や礒　見有めあをおの念
に組成活た対所で動基動あ町こととに内　　に効にる活そ症で
つ織員動め象のあ内礎がつ村と疑す至容民　よか断。用れ状あ

携翻駄欝鯉概発団齢糊軸票鄭麓贈
はめる駿縫るをこ効つし差福味体体い統任　断と等点必りく既
対のた　　の参の果かてし祉す自のな一意　すあをに要’て応
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しの可用
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菟入にの
　によ再
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第る用給
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免も催慮十はにとるf牛めたがうは　　　　　　　　　　　　　　総のは
含者が分’活にこ設周め可に’最合状’同
めと必なこ用もと定囲に能’二後的況断伴
緊駿要準う』な犠がの喚とこ飢モに’酒の
密　で備し　り　な協　なれ～　行他会必
な移凌）とた社か安さ力本るに三断うの等要
連送蒐ケ点会ね易れが人と参○酒こ参の些
携費　 1に復なにな必のい加％会と加運
を支とス留帰鬼中い要強うす程等と者営有
図給～ワ意に　戦まで固もれ度になと方効
るのに1複結こ　まあなのばとお蒐の靴憧
こた　ク　びの再にる意ですいけ　均　の
とめ断面事つ制発安。思はぺわる
馨鯵毒蝿雛鴛毒蟻驚
鎌銘客麟鐸舞講蟻

衡本半』
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し家い
て庭て

るいなあ目
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支とを用前育なし行　の分用楼のつ　り必も登わを○た場入な等せ助用材
奪鶴曇欝岐離腱鵠＿鶴翻饗婁罐8璽躊顯塞麟
る当たの護費扶支場が董支も年開合等すなあと過す円小対けっり購準わ実
こて場再金を助給宣つ設給のあかににるる駿す去るの学応れたこ入額ち費
とあ合支品含費をにてけのもるれ峻よこも　るにこ範校』ば場れしの学で
婆克の給のむ受行賎　たみ含いて　りとの今も購と囲突　な合をて範用対
認　再でみ保領2　こもでまはい（局）前と虞後の入と内　児らに失い囲品応
めい支はを護の〕重ののはれそる第渡な　のがししで五童なはいく内等し
らず給な失金帰とね捏で対てれカミ8さる今教再たた再○のく’あこににて
れれと～つ品途はて定あ応い以　のれわ後科支学も購○処な一るとおつい
なにし　たをに認前に蒐しる上学生たけのに給用の入円遇蒐曜いにいいる
℃せて前場失盗め渡よ　得こに用に保で教よの品でに中の　にはなてても
　よ取渡合っ難ら保り　なとわ品よ護あ育つ対のあ必学充ここ使る教はの
　重り保にたにれ護再　いかたにり金る扶て象うる要校実のれ用が科’以
　ね扱護楼場よな金支　たらつつ再品9助新とち。な一をよをに’に教外
　てう金　合り橋品給　め前てい支を　にたな今す費弔図う再曜災あ育の
　再こ品学等教　とを　こ渡使て給失　よにる後な用　るな購凡害わ扶費

峻こ市　てでて又別　　4二帯区（1の　じ漢い　定要る給倉　体農風た
　の都従い特定は表家（の割に分　 家　再　る教しとこ付に災的　水こ災
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受て保と受るたのでさ対
けも護とけ世も実あら応
てこ者し’帯の態緊にす
いのとた現人で等　二る
な世な。に員あを七割た
い帯つし同はる勘人増め
者人てた居、P案以の’
が員いがし同　し上特一
いになつて一　て世別。
るはいてい世　二帯基三

菟お峻越　 な、・基　 Z）ご丁巨庁来四基実　 とい窮して
　住　　次つて準ま図に所三級準態そな三測てそ
　居一そに発もにたらつ在・地額にこる・なもの

を・れ’
確三相匿
保倍応帯
しのの人
得特居員
な別住が
い基面著
と準積し
い額をく
うに必多
聞よ要い
頚ぞ与場

あもる口
つなたに

こよ’れい地四のの応でと四一住ほ
のるこるてを級二承じ　い級方宅と
区限れこは中地区認た限う地’事ん
分度にと’心の分にも度間に比情ど
に額伴と三と中制あの額題つ較のを
よ及つな○すにとたとをがい的悪力
りびてっ％る埋しりすこあて住いバ
定敷家た程一めた一るうつは宅大1
め金賃Q度・込。・
らの’　の二まそ二めた
れ限間　大級れの級’住
る度代　幅地て結地本宅
こ額の　なのい果と年事
とに特　改大た’三度情
とつ別　善都県従・のの

たし曳余に都し
　　　総困市得
　　　の窮でる
　　　あし1，ま額
　　　るて著を
　　　もいし設
　　　のなく定

生府　　　　　　　　　菟り知⑳　と限に　な長ここよ　担こ活県こ（転知④なる当③る②い①　で箏　 敷　と度退ない等れのり当にと
をにの解居人　い場認　と　状　（敷の次金　しと院蔓よそが特七然よに

う丞場　合一確らつる養れ艮つはの認得峡訟　　のま患をな際硅回なで費
とのは
が実’
著績現
しか在
くらま
困みで
難ての
な’各
事最都
例低道

時保れて場上るかた破30める
的でる設合著場らと損）てこあ
にき場備又し合み認に
寄な合構はく
宿い
した
てめ
レ、　、

た親
者戚
が’

造身環
が体境
居障条
住害件
に者が
適が悪
さいい

てめよ
著らり
しれ居
くる住
狭場に
駐合た
で　 え

あ　な

もとら
よなか
いくか
こ’じ
と実め
と施都
し機道
た関府
こ限県

め
ら

れ
る

場

者れ者要つに適るがあの
もるにすてあ用こらる増
含場つる問らさと’か加
め合い
たにて
人限は
員り’
に一一
よ年年
る間以
こを内

。題かれと1量ら分
をじなな帯では
生めくっ人あ、
じ説なた貝るそ
る明る場の。の
こしの合減　者
とてでに少　の
のお、はに　負
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とりよ後に断さ。うえ定理断家たとこ由はしは
に’うの取材る改いなででを法ものろあ’て破
な地で当り料場築ういきあ要にの均でり判新損
ろ域あ該殿に合の意状るる件いで衡もと例築が
う
。 とれ住しはて意味態rのとうあもあしに又著
　のば宅のなあ図で一老です正る考りておはし
　均’に意るれをはに朽’る当が慮’立い改い
　衡他代図わは持’限又要こ薯’し公退て築た
商鋳纏妻葎定髄纏輪％編簑

　題件入いあ件いがし損し実有の暫に認家お主
　でを居場る該る取たにて際無意設よめ法うが
　あ満す合9当こりqよは問に，魁するらにとそ

るたるにまのと鍛しり客題つ内る立れいいれ①ま均所一は要きも圓ら府と
とさ者賎農有をしか居観とい容こ退てううを　で衡得一’柱点の’れ県し
いなが　　力確て複住的して及ときい正場取老もを踵号第にはで実た知て
ういい転家な認新　ににてのびと強る当合り朽な失帯に一該次あ施の事ほ
こ限る居主判で築そた判無判借し制と事に殿又驚しの該Q当のる機でのぼ

な住当号すと。関・承定
い宅すのるお各の事認型
よ状る身かり項判務を化
う況場体否で目断簡経し
にを合障かあのに素るて
すふを害のる趣委化まお
へま除者判。旨ねのでり
きえさの断な及る見も、
こ’、場におびこ地なあ
とそ地含あ、留とかいえ
はれ域及た各意とらとて
いとのびつ号すし’考都
うの低第てのぺた今え道

の④う気半こ用る障う体現害造　 た等る影等認③断県らこな質かも面か②
好　場療の起に場害こ的在のが身o実級響にめ　す知れの槍に身の積否
意災合養閲に鉾食をとにの種居体え施　をよら病る導る要　つ体でとか世
で害は．1』に含計　有が不焦類筐障て機実及りれ気この場件ねい障　のに帯
そや含峡はまさ車す必便宅　に害判関際ぽ当る療と承合をたて害世関つ人
の離ま備何れれ椅る要をに程適者断ののす該場養に認を満きま者帯係い員
欝蝶藁確霜麗貌欝恋罐軌覆箆審験縄藩駿融
にのいががな宅用階るてで応いるこすにと護はし
一たの署りおにの．、ヒoいいじか場とるあ認者’く
時酸で住は’転障かたるるて否合が医ための騒環
的　念にな本居害らと事こ当かで必師つら病音境
膿鰭甥茗馨急撞毘鰭雛讐隣暴諮
住・醜な例前場’に’基よ害断てあ見’場養聖が
し知　い凡半合車転下づつ者は設るを嘱合に　悪
て人　とばと等椅居肢きてが’備0求託で悪悪い
い等　い病後は子すに行具’障構　め医あい臭と

Qりて場人慮るねり’み
個’合にすとた客世て
別従又つるかき観帯著
ケ来はい趣いり的員し
痛郡男談照義
ごり号’も世で断数陸
と都で員の帯あすとで
に道認数で員るぺ住あ
判府めではのとき居る

め院保て　　　がく認該場なき借にるら金金と　保情と事のと認事転かる
ら患第はな特単あ扶め親盒給での犠もみ禦繋はなすにと由原とめ情居ら場
れ置五な酸例身る養ら戚に　あ実　のてカカい隆る碁はに因しらかす必倉
尾に五い　　入の義れのおまつ体名と窪当渡つ　こづなつとたれらる然に
雛力喋院鶴綴磐障息磐齢綴挺袈奪離描鰹毒　住会昭費　患意問倉義’親本なとる間域て㌧必の四実たでこ転う従通

　宅局和関　者を題に務寄戚号えも方代のい謝知要でよ　rあろ居形来常
費長五係
の通一で
取知年は
扱に三’
いよ月実
のり三施
特’一要
例単日領
が身付改
認入社疋

費
の
取
扱

い
の

の要と楼履宿ののてあが等家る礼人であう脱住乾かすによは
住すし　行さ住勘喚適と辱場と等ある再法宅　咳るはり家
宅菟て本のせ居用る　当し　合しの蒐かに的がし　こな高賃

処号範てにはも当なて間でて好
理の囲い寄考の該額支代あは意
す問内る宿えと寄で払等つなに
ぺ題でこしる判宿あわのてんよ
きであとてぺ断はるれ実’らる
場はるがいきす賃場て態そか寄
合なと当るでぺ貸合いかのの宿

否や転確た今とるいを
かむ居保が回はが家払
をををでつ新当’賃つ
十得認きて設然そのて
分なめな’す必う住い
にいるい寄る要い宅な
確事こ一宿ことうにい・

はれ整見とし身考ずそが干のしててま入社依っつ　　な引議必リカな六⑬・
入に措込した入えしの合のウて従いれ院会然てて単（い続し要’月っ力
院よ置期勺セ院らも期理変のい来なる後通入い’身解こきたが都以た月入
見りと哩　残患れ社間的纂Qうるどく場六念院るそ入説と当セあ道内場を院
込住考にし　者る会はとカ）とおと盒力上前実の院）と該灸る府に合超後
期宅え若た今のと通住認あがこりもに月妥の態間患　し住　と県確でえに
間費る干が回住こ會宅めつ’ろの’疑以当住にも者
がをぺのつ　宅ろに費らた当で住入　内で居あ従の
六継き変て特費か反のれ場初あ宅院たにあにる来入
力続も更　例支唆す認る合のる費後ぐ退るあとど院
月しのがこと払　る定範で入（を六え院こるきお期
をてであのしい最もを囲あ院局認力実すととはり間
超認あっ取ての近の延内つ見第定月際る等考’住が
え定るた扱認実にで長でて込6すをにこにえ生宅短
るすか場いめ態おはしあも期のる限はとかる活費期
こる柴合はるもけなてれ　間4こ度居が雲このを間
罐こ融諜観鉛耀翻蛙態慰罐姦劣

た宅さ認知実あてお
こ費らめ事につ入け
錦皇鋸凝辱農
　定力合r別で、る耳犬
　し月になきそこの
　てをは取るのと変
　差限厚扱見とカ§イヒ
　し度生い込き明等
　つと省をみからに
　かしにすがらかよ
　えて協るあ三とり
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1些 駿1　出雇扶助費限度額算定例

基　準　額（51年度〉

甲表病院　乙表診療所
〔堪準特2看謝　（基準なし）

基準額分 43000円（特別基準55，000円）

入
　
　
　
院
　
　
　
料
　
　
　
分

入院時医学管理料 130点 81／1，く

室　　　　料
80 80

基準寝具加算
10

一

病衣貸与加算 2
一

看　護　　料
78 61

基準看護
188

一

新生児介補料
188 20

給　食　料
80 80

基準給食加算
28

一

小　計（A） 784 322

8日分入院料 62，720円 25，76G

衛生材料費 1720D円

合副
一般基準 106，920円　　69，9601り

特別基準 118．920円　　81，960円

基準看護の種類別看護関係加算点数
51俵2
基準肴護 警蜘 型．酸看護関係加算点数11 日あた嚇

の種類 人院絶者
l騨儒動 卦 章腔児介補柵 艀 計

特2類 1：25 188点 188、に累 376点

特1類
113 143 143 286

1類 1；4
87 87 174

2類 1：5
53 53 106

3類 1＝6
31 20 51

末酋 1
一

20 20

○特二圖　　る部康と療期のしは上　のカで明
弩別異　 分　も分保し要間書え迅記な対月あら
に基出ぺのは険発否に類な速通苑象を久か

鐘臆擁観婁輪翻禦熱雛
野男雰雛瓢騒驕多艦毅襟奮
こ〇四ぺ等　 見るて）のるいとてのいは見か
と〇三んの
DO’介特
葉黙翠
別五阿の準
表’に棊
第○’準
50同額

基入に
準院よ
でしり
一た

、

○場特

’の類
九出肴
二産護
○扶の
円助甲
’の表

書場’で証このそい手も’込ら
（合当’明とでのる続のそ期行
写等該代書とで目がきでも間う
）を入瞥に』き的’にあそがこ
を除院でつ　るをこつるも当と
活い患きい入だ十のいDこ初と
用て者るて院け分取て　のよな
で　がこは見既に扱は　措りる
き大健と医込存達い’　竃六の

雛罐課鷺そ縫茗齢隣講分一？
喚に凝行介警まねのし度方に1たなる付ぺ解’
　八つ助にた一結てに向支する差たのん説（局、
一日こ㌃料っ出般果所おで障る本が鞭対介）舞
般間れ　のい産恭　要い年のこ制生　象助　6

実て予準国のて々生と度じそと料
態は定で公引もそじににてのな等
を’日対立上分のななおい額らの
も民の応病けぺ改いりいるもず費
考間急で院をん善よ得て。地’栂
慮箋変きに行介をうな　最越全に
し設等るつつ助図所いそ低　 くつ
てにの水い鷹料つ要力1の生施のい
所お場準て　のて額　す活設自て
要け合とは　実きを現ぺ保に由は
のるのな’　態た確実て障よ診’
改分特つお　にD保のをのり療医

〔臼〉鈴♂甦料の額は，別途算定される。

ので療制態も予す準あ実助応免て基出　の相表算医　　と制認の1燭
結認機に料の定る看つ態のじ　い準産一差違1定療出（とのを入
果定閨よ愈で日問護菟料倒たこて看費友がににす扶産解し実受院出
　でにりにあの題の　金に料のも護用　生よ示る助扶説た態け料産
基きお基対る急で承こによ金よそのが産じりすこに助）・にての扶
準るい準応こ変あ認の対りがうの要自科て八よとよに　（応い算助
重こて看しと等るをこ応算設な承件由専い日うとり係　課じな定の
護と認護得を緊力1受とし定定場認を診門蒐間にな入る　第ていに特
のとめのる考急　けは得ささ合を満療の

鰻雁纏雛掴礫舞警臓をもるを 司　合特な該と入こ　い看で等
受の入受程可に別い医い院と看な護あに
けで院け度能適基こ療う、料か護い体るお
たあ料てのな用準と機　のら体場制こい

響翻勢縮騨騨騨餓擁とそま医体実る産因基がは扶にあえら’

の’つ院入
入主てし院
院といた費
でしる場用
約てが合に
三看’のつ
万護そ例い
七体のにて
干希1∫額よは
円のはり’

4入場つ別
の院合い基
51料でて準
）を詑）’を
　算つ棊適
　定て準用
　でも看す
　き看護る
　る護の場
　こ体承合

の6
の

1功

及

ぴ
（21

　　特
例出別
　産基
　扶準
　助3
　の＿
　入八

院’
料九
のこ二

鯉
継
雛

こ合原て（151
れに状も　保
郵裡巽保護
鞍羅髄
る開自後前前
途始立でにに
を後更な受受
開に生けけけ
い受のれたた
たけ用ば補補
協麟釜償
・合あし等金
（にて得に等
課同るなつ
第様場いい

橋ての　と等久通おて運1二実っOる　　（○㈲　　数で同
　五適まなに　車む多局げ態てO場葬（告Q　 葬　をに時

　つ場車　所を）（一金　せこ費運る　7認のの　2のわ
て合に
いにつ
るはい
のこて
でのは
留基’
意礎生
さ難
れっ護
たい法

定こで宮○と霊るのが搬費

籍聴諮瓢雛糊加場○でまて運六額さつ額
算合○察でお送’をれいが
さと○　 のり賃○弐蜜るて基
れか円○料地料○体仕は準
る深程O金域金O運組、額
仕夜度○はには円搬み四を
組作で円、よ、に料と、こ
み業あ普おつ陸引のな○え

の定遺凪　の承れ
3で体体　と認る
）き運運　お要こ
　る搬搬 り件と
　こ丹料で及と
　とに　　あびな
　とつ　　る関る
　しい　　 9係o　たて　　　加参
　こ六　　　算考
　と’　　　点ま
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医療扶助の

運営方向

　上め割イ　　　要い会つ
ちでそ　ト医医　はて議い昭

療重運もに生運　りた生年年
扶要営保し活営　でと活三度
助なの護て保の　あこ保月の
受も確費全護基　奄ろ護の医
給の保総被制本　　で関全療

　て度六員め　　　　 会主営
昭い全割のる　　　そ議管方
和免体を約ウ　　　のに課向
四の占六工　概お長に

あ切た　向も昭の人に増を十
わなつ昭がの和全医至勢始八
せ処て和あ璽四国療っがめ年
て遇楼五ら　十的のた止と度
適の　十わこ八浸影力1ますに
正確被一れれ年透響　 りるは
な保保年てを度にが昭’医老
実を護度い月に伴出和年療人
施は肚の乾別比壕つ四度保医
をか帯医　にぺ　く十後障療
確るの療　み減年し九半制費
保こ実扶　る少度た年に度支
すと態助　とと平こ度はの給
るをにの　再な均と前減充制
た主即運　びつで及半少実度
め眼し営　増てみびよをにの
　とたに　加いる不り示よ創
特し適当　傾ると況老すり設

適期頁1厚い護の　　　るに
切回〉スいこを増医　 一も次
に復参の援と開大療遇’のの＝

瓢愚罷譜驕縫捷
れ立にが必＿るのの保扶る留
う助かみ要表駄中実　助。意
㌧最をらと〈帯で施　受　し
とにがれす16の　峡　給　そ
が努桑登る頁ウ傷　者の
要め　」い〉工病医　に　指
請る被とわ参イを療　対　導
さ等保（ゆ照ト原扶すの
れ　護第る×が因助　 る　徹
る有患二要　極と受　適　底
力1効者表看及めし給　切　を
　かのく護びてて患　な　期
こつ早16ケ手高保者　処　す，

は直凌　必あり生生そて　扱開外限に　6
十ち　しずる保活活のい従い始のりつ（の
分にわかしか護困設時な来を前取’い解53
で要ずしも厄の男計点いの認に扱こて説）
あ保かな否　要になに者取め受いれは）
っ護のが定そ否陥りおがりるけのを’従
猫鰍匙繍藷雅饒霧灘鱗
　に金加もり断場当原金にと合開す受償
そ陥が害のにす倉』状等おしにかる給金
れっ出者でおるに　回をいたっれ意中等
とたなのはいこ’そ復受て
は場か資なてと通のなけも

雛諜順鴇轡縫事かた少　回る例お今合を
由補めい　復のにい後に受
で償’た　をでよてのはけ

かい合
否るに補
か金は償
の銭’金
確が他等
認’の受
の当金領
方該銭後
法補と長
が償混期
困金 司間
難等し経
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第2表世帯類型別被保護世帯の年次推移（構成牝）　第1表　保護の開始理由別世帯構成の年次推移

｛1度 総　数
高令者
［！吐帯

母
11t弗

傷ダ丙者
II

障「I渚

［1髪帯

その他
朔11』帯

イ1・　度 40 41 42 43 44 45 46 47 48 些9

％ ％ ％ 簿 ％ ％ 数
％
正
σ
σ

％
1
0
0

％
1
0
0

％
1
0
G

％
ヱ
O
G

％
1
0
0

％
1
0
σ

％
工
σ
o

％
1
0
0

％
1
0
040

100．0 22．9 13．7 26．0 3．4 34．0
41

100．Q 22．7 12．6 30．3 41 30．3
開 傷　　病 68．9 70．2 71．2 73．4 73．2 80．9 76．6 77．0 77．3 75．2

42
1QO．0 25．2 11．8 28．9 3．9 30．2

43
100．0 27．4 11．6 一34， 8一 26．2

始 世帯数 51．0 54．3 55．5 60．1 60．5 63．5 64．2 64．7 65．7
671

騒 100．0 29．8 10．6 喚31 2．9 13．6 理 世帯員 15．945 王00．0 31．4 10．3 一35．9一 22．4
17．9 14．7 正3．3 12．7 12．4

124 123 疋疋，6 8．1

T
　
6
　
　
7
　
　

4
　
　
4

100．0

100．0

31．0

31．4

100

9．5

一43．8

一42．7一

15．2

16．4

由 稼動収
入　減

8．5 8．2 S．3 6．8 7．1 4．5 6．7 5．9 5．6 5、呂

48
100．0 34．5 9．4 一56．1一 その他 22．6

216
20．5 19．8 19．7 14．6 167

17．0 17．1 19．0

費1・11＝被保護者全国・斉調査（各年7月調査〕　　　　　　　資料；厚生省報欝例

第3表　主な病類別　受給期問の政管健保との比較
1人院1

’ 保 政 健 保

3月 3　月 6　月 1　年 2　年 3　年 5年 3月 3　月 6　月 1　fF 2　年 3　臼 5｛ド

総数 『 ヒ ヒ ヒ ～ 総数 ヒ ヒ ～ 『 ～

未満 6月未1鰐 1年未満 2年縄1 3年未満 5年未満 以上 未1言1 5月未満 昨未満 2年未満 3年米満 5伍未濯1 、　F

叛 100．0 工3．6 工1．8 12．3
144 94 U2 27． 100．0 64．5 11．0 8．7 6．9 3．4 36 18

俵染痢及寄生虫病 10∂．o 訊ひ 呈4 11．2 14．2 92 12ア 34． ヱoσ．o 37．2 M，9 疋8．2 154 6．8 57 託．8

硝　神　　障　　≒「， 1000 4．7 6．5 9．1 135
9．6

136 42
100．o 21．5 U．8 工4．3 17．D 10．4 15．5 95

1』5

経系ノ憾覚器の翌魏 10D．0 120
11．7 工5．4 12．6 7．3 11．3

29
100．0 49．9 U、5 9．o 10．4 63 7．1 59

ず盾環藩系の疾建 100．0 16．2 15．5 15．9 18．1 12．8 王21 9 100．0 闘．1 14．5 13．0 11．1 5．0 57 23

11［i化器の疾、田 1000 385
22．0 14．6 11．6 5．6 ．4 4 1DOO

80．8 8．8 4．9 2．9 1．4 11 Ol

保 政 健 保

3　刀 3　ノ’ 6　月 1　年 3　fi 3　ノ∫ 3　月 6　／1 1　雪 3　イ「

総　数 ～ ヒ ～ i ヒ 総　数 ～ ～ と ヒ

末　満 6月未満 1年未満 3年未満 以　」二 末　満 6月未満 1イF米満 3年未満 以　」・

総　　　　　　　数 10D．D 28．7 12．0 工3．4 26．5 19．4 100．O 747 6．7 5．9 6．o 6．7

伝染病及寄生虫1“ 100．0 25．8 7．6 10．7 24．8 31．1 10D．D 723
4．3 6．工 6．8 10．5

季一

l　書E l　障　≒L 100．0 87 6．7 1一．1 31．7 41．7 100．0 37．3 8．7 12．7 15．5 25．8
宇1r経系及感覚器の疾患 1DO．0 27．6 13．1 13．9 27．0 18．2 100．0 66．3 8．0 8．0 8．0 9．7

衛環器系の疾趣 100．O 12．0 11．5 146 35．4 26．5 100．0 33．6 10．4 14．1 18．7
232

消化器の疾建 100．O 2L2
14．4 17．5 29．8 17．1 10D．D 57．3 10．9 10．7 11．0 10．O

資卜 ；生保は48イF6月医療扶助実態調査

　一嬬健保は48臼4刀匿療給討受給者状況謝直
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問所がつ璽さが建　るを嗅　握　の項実　わ間十れ実た丈細不い解題認お
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れ内こ不析かに内題も善か上
て部ろ十及らこ部、点なにらの
い点で分び’の点のい取積問
る検あで問点主検把とり極題
かのりあ題検旨一握こ組的点
ど実’る点はがに方ろむにに
う施福等のし十よ法でべそっ
かに祉の改た分るとあきの
をよ事問普も理方し免で要い
検る務題にの解法て　あ因て

定
実
施
上
の
問

題
点
及
び
要
因

の
は・

。設進との決といけ導現にあケめずけ決
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職　要わ指ら現
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　ど場開を解なを適指切そに託での　握　実さう記1
羅催啓撃矯騨解3纏魏矯鰻亀勝霧

　に用よ除きケす指就遇果て度か等’い能健’つ一付
　つしるくな　iる導労方　’は・のつも病て力康保い貫　’
　いて実たいス必指指針は・握活困か状検の状護てし訪
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祉を心ま営会達共和）のる施
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